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学術論文  『デザイン理論』 61/2012

１．研究の背景，対象と目的

　ル・コルビュジエのドミノ・システムやシトロアン型量産住宅，グロピウスの乾式工法によ

る量産型住宅への試行，CIAM における最小限住宅等の議論，さらにワイゼンホーフ・ジー

ドルンクなど，機械を生産するかのごとく普遍的で合理的な建築を志向し普及させようとした

近代の建築家たち。機械をモデルとする彼らの思考体系は，その後の住宅部品から住宅そのも

のの規格化と大量生産へとつながり，後には工法の標準化・簡便化，高性能化へと歩を進めて

現在にいたる。特に，戦争などからの復興過程や高度経済成長下など，住宅への急速な社会需

要への対応が求められる場合に，規格化住宅が採用される事例が数多くみられた。

　規格化を基調としながらも，「新しい」ライフスタイルとその空間という空間像として提示

する試みに，ケース・スタディ・ハウス・プログラム1（以下，CSHP）がある。イームズ夫

妻の自邸で有名なこのプログラムは，当時，世界の建築メディアとして多大な影響を有してい

た雑誌「アーツ・アンド・アーキテクチャー（以下，A&A，1938‒66）」が主催したものであ

る。編集長 J. エンテンザは1945年１月号で CSHP の宣言2 を行う。当初は８つのケース・ス

タディ・ハウス（以下，CSH）が計画された。宣言とその作品群に示された特徴は，南カリ

フォルニア特有の住宅の仕様を満たし良好な住環境を形成すること，一般の人々が手に入れる
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事ができる現実的な基準に即したもの
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

である
4 4 4

こと，個々の住宅は複製可能で
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ある
4 4

とし，製造業者との協力を約束す

ること，大多数のアメリカ人を対象に
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

，

戦後の生活を示す新しいデザインであ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

る
4

こと，手に入れられる最良の材料を
4 4 4 4 4 4

最良の方法で使用する
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

こと，一定期間

一般に公開すること，作品はすべて

「アーツ・アンド・アーキテクチュ

ア」誌に掲載することなどであった

（傍点，筆者）。それは建築家のみなら

ず，施主や建築部材メーカーを含む広

い範囲を対象にした「新しい」ライフ

スタイルの啓蒙であり，理想的な空間

像を示すことを建築雑誌が束ねるメ

ディア・ミックスの先駆けとしても捉

えられる。1945年から20余年にわた

る CSHP において36件が提案され25

件が建設された。

　CSHP は，ロサンゼルス近代建築

の第一世代の R. ノイトラ，第二世代

の R. ソリアノ，第三世代の C. エル

ウッドや P. コーニッグらが，新たなライフスタイルや新たな空間を規格化や普遍性を視野に

入れて応えたもので，現代においてもその可能性の開示が強く求められている。

　本稿3 から開始される一連の研究では「空間像」という言葉を仮説的に用いる。その理由と

して，① CSHP が，「新しい」ライフスタイル自身を仮想的かつ理想的な姿で誌面に提示する

ことを求めていること，②建築作品は，建設後の写真が掲載されることを常とするのに対し，

CSHP では竣工前にパースを中心に読者に示す必要があったためパースの比重が高いこと，

③パースは，全ての場景を均等に収める写真とは異なり，建築家が理想とし強調したいライフ

スタイルや空間が示されることの３点があげられる。さらに，パースという設計途上での表象

と完成後の建築写真との比較から，建築家の空間生成のプロセスにも迫りえるものと考えられ

る。同時に，建築家の理想がパースに空間像として表象されたものとして言説と作品との比較

図１　CSH#1950　平面図・写真
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検討を行うことで，従来の言説や図

面・写真のみを対象とした分析では

明らかにしえなかった建築家の特

質が，より明確に引き出せるものと

考える。本稿の分析対象はソリアノ

（1904‒1988）4 である。ソリアノは

CSH#1950（図１）や，著名な建築

写真家 J. シュルマン邸等の設計を

行ったロサンゼルス近代建築を代表

する建築家である。しかし，彼につ

いての評価5 は CSHP の建築家の一

人としての扱いにとどまることが

多く，彼の言説，パース，実際の空

間の３相のもと，すなわち表象とプ

ロセスとしての建築空間の生成の視

点から，ソリアノの特質をみる着想

はない。本稿は，ソリアノが CHSP

で実現した唯一の作品 CSH#1950

について彼の言説と実現した空間お

のおのの分析を，パース表現の分析

との相互関係のもとにその特質を空

間像として把握することを目的とす

る。具体的には，① A&A 誌に掲

載された CSH#1950の全てのパー

スについて，それらの表現からソリ

アノが重視していた視点を抽出し，

② CSH#1950に関する全言説から，

ソリアノのライフスタイルや空間に

関する概念を抽出する。そして

③パースと言説の比較，パースと竣

工写真の比較，そして個々のパース

について構図を比較することから，

#1950⊖1，8（1950.08，pp.	20⊖21，1950.12，p.	30）

#1950⊖2（1950.08，p.	20）

#1950⊖3（1950.08，p.	21）

#1950⊖4（1950.08，p.	21）

#1950⊖5，7（1950.08，p.	22，1950.12，p.	28）

#1950⊖6（1950.08，p.	22）

図２　CSH#1950のパース（掲載誌，頁を図下に記す）
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彼の空間像の特性およびその表象を明らかにする。なお本稿は，今後の CSHP の空間像に関

する研究の枠組の提示も兼ねている。

２．ソリアノのCSH#1950のパースの表現とその傾向

　筆者が収集した約30年にわたる A&A 誌6 を原資料に，CSHP に関わるプロジェクトのパー

スを抽出すると，内観が65（１，重複を示す，以下同）枚，外観87（８）枚であり，ソリア

ノのパースは，８（２，図２）枚であった。1950年８月号に６枚のパースが，同年12月には

２枚のパースが再掲された。４枚（#19507‒1，3，4，5）の外観は４つの方角の立面兼内部透

視図を，それ以外の２枚の内観透視図は，ダイニングとリビングという主空間を描写している。

　４枚の立面兼内部透視図は，立面表現と透視図の重ね合わせ的手法で描写されていることか

ら分かるとおり，１消点で消点の高さは GL（地面の高さ）に設定されている。一方，２面の

内観透視図は２消点で，視点も視線の高さ近くに設定されていることは，内観透視図の描写法

としては通例のものではあるが，２つの消点の位置設定を極端な位置に設定し，パースが効い

た表現となっている。６枚とも，パースとしての消点の高さや位置の設定を意識的に操作して

描写していることが認められ，ソリアノの空間像としての表象を示すものと捉えられよう。

　さらに，４面の立面兼内部透視図という手法の採用は，架構とともに内部で空間を構成する

要素とを同等のものとし，それらの関係性を重視していることを示しているとともに，４面そ

れぞれも同等のものであるという認識の上にたつものでもある。このことは1950年12月号で

の採録されたパースが２枚とも立面兼内部透視図であることからも，立面兼内部透視図をもち

いた表象を重視する彼の意図をみてとることができる。

　ついで，表現の特徴を①建築的表現，②生活環境的表現，③周辺環境の表現の３点から分類

し，ソリアノの各パースの表現の傾向（表１）をみる。建築的要素は，そのほとんどの要素が

６枚のパースに満遍なく表されている。一方，生活環境的要素は植栽が６枚全てに表されてい

る他，内観の２枚のパースに家具・設備が示されているだけであり，さらに周辺環境的要素に

いたっては６枚全てに樹木が表されている以外の要素は見当たらない。植栽や樹木，家具と

いった建築との親和性の高い要素だけが採用されていることが指摘できる。

　CSHP 全体の傾向に比して，CSH#1950は生活環境的表現より建築的表現が強く示されてい

表１　CSH#1950の要素別の表現の強弱（３が特に強調，０表現なし，−計画になし）



53

ることも認められた。これは CSHP 前半では，建築的表現と生活環境的表現が同等に扱われ

ていたことから，CSHP 中期の鉄骨造住宅への移行に伴う建築的表現への意識の高まりと生

活環境や周辺環境への意識の低下という，CSHP のパース表現全体に認められる傾向でもあ

る。

３．ソリアノのCSH#1950に関する概念構成とその内容

　建築家の思想を，その言説に即しながら検討する方法は数多く試みられている。本研究では，

ソリアノをはじめとし CSHP に関連する数多くの論考を対象に，その位置づけと総体的・相

対的に把握するため，奥山らによる一連の研究を参考8 にした。具体的には，ソリアノら

CSHP に参画した建築家の工業技術や生活環境，周辺環境への意識，空間概念や空間構成に関

する具体的な方針や手法にいたる論考から主題となる言説を抽出し，主題のキーワードを KJ

法9 に準じ，いくつかの項目として整理するとともに意味の階層構成という視点で検討し，そ

れらの構造化を図った。その結果，表２に示す第１から第３水準の項目が抽出された。以降の

言説の分析では，第１水準の項目は【　】，第２水準は《　》，第３水準は〈　〉と表記する。

　ソリアノが CSH#1950に付したセンテンスは207であった。このうち主題となる30言説が導

かれた。ソリアノの CSH#1950に関する言説の構成をみると，次のような特色がある。

①【工業技術への意識】については，〈架構〉への言及が４言説と群を抜き，《規格材・プレ

ファブリケーション》が２言説となっている。②【生活環境への意識】では，《家具・設備》

のみに３言及がなされ，③【周辺環境への意識】では，全体で最も多い５言及がなされた《眺

望》をはじめ，数多くの項目への言及がなされている。④特筆すべきは，パースの表現を一瞥

する限りソリアノの関心の高さが伺える【空間構成】および【空間概念】について，《モ

ジュール》への３言及が認められはするが，その他はほとんど言及がないといってよい点であ

る。

　ついで，多くの言及がなされた項目の具体的な内容をみると，《眺望》について彼は，「住宅

は，山の中の峡谷を見渡す所に建てられ（1950s‒210），眺望方向へはスライディング・ドアを

伴い55フィートの長さで面している（1950s‒15）。この住宅の方針は，樹木が茂った起伏のあ

る丘と峡谷越しの美しい眺めを完全に利用することで（1950s‒17，24），リビングルームと２

表２　CSH#1950への言説数
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つの寝室は眺望の方向に配されている（1950s‒25）。」と述べ，この住宅の計画上の主題を明

確に位置づけている。これは〈開放性（２言説）〉に関する言説により，「ガラスの壁は眺めと

周囲の植物の方向に開いている（1950s‒22）。ガラスの広範囲な使用により，パティオからリ

ビングルームを通して山を臨むことができる（1950s‒23）。」と補完されることとなる。その

前提として，《自然》と建築の関係に敷衍し，「（この住宅は）自然により近い建築のタイプで

す。それは生き生きとし，本当の力強さがあり，みせかけの美しさでありません（1950s‒7）。

自然の複雑さは，私たちに自然を観察する方法を吟味させる（1950s‒8）。」ものと位置づけて

いる。この様に，〈開放性〉ある建築の構成による親自然性への効果を示している。

　４言説が認められた【工業技術への意識】に関わる《構成部材》の下部項目〈架構〉につい

ては，「架構はアメニティの全てを内包するものである。構造の単純さはコストに大きく関係

し，実現可能な建築方法として提示することが必要である（1950s‒1）。ここに示す図は，鋼

構造の架構の単純さを示している（1950s‒11）。この住宅の構造は単純で直接的で（1950s‒

19），単純さと率直さのもとに展開した（1950s‒26）。」と述べ，鋼構造の利点や意義とともに，

彼の鋼構造の用い方を明確に示している。それとともに２言及ながら《プリファブリケーショ

ン》について，「鋼の架構の組み立ては迅速であった（1950s‒12）。屋根ルーフィング材の設

置を含む，架構を組み立てる期間は３日であった（1950s‒13）。」と述べ，その利点を重ねて

主張する。こうした〈架構〉や《プリファブリケーション》という，構築システムの基盤とな

る《モジュール（３言説）》にも言及している。彼は，「鋼構造のシステムの基盤はモジュール

で（1950s‒9），（モジュールは）思慮深い秩序の感覚を与える（1950s‒21）ものである。

（CSH#1950では）正確なモジュラー・システムが至るところに使われる（1950s‒27）。」とし，

〈架構〉の簡潔性への不可欠な基盤としての《モジュール》を「思慮深い秩序の感覚を与える

もの」とし，〈架構〉の基盤が空間像の表象に大きく寄与するものと位置づける。《モジュー

ル》同様，３言説が導かれた《家具》については，「建築家はデザインと建設だけに責任を持

つのではなく，この住宅を完全なものとするために，家具・設備を備えることにも責任がある

（1950s‒14）。正当で理にかなった確信のもと，ライフスタイルをまとめるために，この住宅

のために多くの優れた製品を選んだ（1950s‒16）。そしてデザインの開放性と備え付け家具の

単純性が，この図に示されている（1950s‒29）」とし，【生活環境への意識】である《家具・

設備》も，建築の《構成部材》と同様に把握し，単純性と簡潔性を志向していることがみてと

れる。以上からソリアノは CSH#1950への言説において，特に【工業技術】としての鋼構造

の〈架構〉により，《モジュール》を適応した簡潔で秩序だった空間を目指していたことがみ

てとれる。
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４．パースにみるソリアノのCSH#1950の空間像と表象

　ライフスタイルとその空間の理想像を示す空間像とその表象の把握について，より詳細な検

討を必要とするため，CSHP に関わるパース全体155点の中から，２章で検討したパース表現

の傾向からみちびいた，建築家の独自性が表現されていると考えられるパース21点を抽出し

た。このうち CSH#1950については４点（図２の #1950‒1，2，5，6）が抽出された。その上

で，言説とパース，パースと竣工写真，パースの構図，各々の比較検討により，ソリアノが

CSH#1950に込めた，彼の建築の理想としての空間像とその表象を明らかにする。

	 ４.１　言説とパース

　本節では言説で述べられている内容が，パースにどのように反映されているかをみる。ここ

ではまず，言説がパースに「反映されている」，「一部反映されている」，「反映が確認できな

い」，の３段階で分類した（表３）。これによると全体としての反映度は５割弱となり，CSHP

全体と比して平均的である。【工業技術】に関する言説は８割弱の反映と，非常に高いが，【生

活環境】と【周辺環境】に関しては３割に満たない。特に，言及が最も多かった《眺望（５言

説）》については，パースへの表現としての反映が乏しく，逆に，〈架構（４言説）〉や《モ

ジュール（３言説）》，そして〈開放性（２言説）〉や《素材（１言説）》がパースに反映されて

いることが認められた。２章での分析において，CSH#1950は，建築的表現が強調された事例

にあたることを示した。ここでの検討により，言説の多少に関わらず，建築的表現がソリアノ

の空間像とその表象への意図であることが確認できる。

　詳細にみると，【工業技術】について，〈架構〉に関する言説は，すべてのパースにおいて柱

の表現をするなど高い反映度をみせていた。また柱を黒く彩色することで鋼構造の架構への意

識も伺える。《モジュール》については，均等な柱の間隔を立面的に正確に表現するなど，強

く反映している。【生活環境】については《家具・設備》についての言及がみられはしたが，

パースへの反映はほとんど無いといってよい。これはパースにおける家具や人物の添景が少な

い事や，立面兼内部透視図で，内部の建築的な空間の構成をみせるものが多いことと同時に，

表３　CSH#1950への言説のパース表現の反映（数字は言説番号）
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【生活環境】を表象する意識が低かったことにも起因すると考えられる。周辺環境について言

説数は多く，コンセプト段階での考慮は伺えるが，その反映度は低いものとなっている。《眺

望》に関する言説は，ほとんど反映がみられなかった。パース表現において【周辺環境】の要

素が表現されておらず，ここでも建築のみを描写する構成になっている。

　以上の検討から次の４点が導かれた。①まず，ソリアノのパースに示された空間像は建築的

表現を中心とするもので，言説全体の傾向との相関は必ずしも高くない。②秩序だった空間を，

立面的なパースによる均等な柱の感覚で表現している。③プログラムへの意識はあるものの，

生活環境についての表現をしない事からそれへの関心の低さが認められる。④眺望などへの言

説はあるものの，建築のみを描写する構成によって周辺環境に関する表現をしていない。

	 ４.２　パースと竣工写真

　本節では，ソリアノのパースと竣工写真との比較を通じて，パースと実際に空間化された建

築との差異を，「強調，消失，抽象化，その他の変更」に分類し，彼のパースにおける空間像

図３　パースと竣工写真の比較分析図
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とその表象を明らかにする（図３，表４）。

　まず，個々のパースごとにその傾向をみる。#1950‒1におけるパースと竣工写真とを比較す

ると，壁面に木目がつけられ強調されているのに対し，周辺の地形や樹木といった外部要素，

さらに家具や照明といった内部要素がパースでは消去されている。#1950‒2でも，家具や照明

がパースでは消され，梁や床，暖炉，塀，植栽に関して変更が加えられている。#1950‒5では，

周辺地形や樹木，家具がパースでは消去されている。#1950‒6では，こうしたパースの抽象化

という傾向がさらに進み，壁は，その素材感により構成が強調されるものの，次節で述べるよ

うに構図の関係もあり，サッシュや柱の一部が消去されている。

　ついで要素ごとに，その全体的傾向を検討する。建築的要素については「壁・パネル」に関

する強調と変更がみられた。これは内部空間の壁面に，非常に強い木目やタイルによる素材感

の表現がなされているためである。言説からは「壁・パネル」への概念を抽出できなかったも

のの，同素材の天井面には表現的意図がみられないことと比べると，壁への意識はかなり高い

といえる。前述の柱への意識と合わせて，ソリアノは総じて柱と壁という垂直性のある構成部

材によって建築を捉え，それらを表象の中心としていたことがみてとれる。

　生活環境的要素については，「家具」の表現が４点中３点で消失している。#1950‒1，

#1950‒5では表現がほとんど無く，#1950‒2では，テラスでの生活を示すダイニング・テーブ

ルの表現がみられなかった。これはパースでは，意図的に家具を表現せず，建築そのものを明

確に描写しようという姿勢の現れであると考えられる。そのために立面・内観透視図の構図を

採用し表現していることを含め考えると，彼は生活環境そのものには必ずしも関心が高いとは

いえず，むしろ建築の整然とした構成に意識が集中していたのではないかと思われる。

　周辺環境的要素については，丘陵地で眺望があり自然の多い敷地環境でありながら，「山」

や「周辺地形」，「樹木」などを全く表現していなかった。これは前述の生活環境同様，建築自

体への関心が周辺環境への意識に勝ることを示していよう。

　以上の検討をまとめると，①ソリアノは柱や壁など垂直材を強調して描くなど，建築を，こ

れら主要部材の構成によって捉えている意識が伺える。②生活環境，周辺環境を消失させ，建

表４　パースと竣工写真の比較表
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築そのものの明確な構成を表現することで，プロポーションの美しい架構や，秩序だった空間，

モジュールを意識させる描写をしているといえよう。

	 ４.３　パースの構図

　本節では分析図（図４）をもとに，彼の

パース表現の構図を分析することで，その

表現の意図を明らかにする。前述の通り

パース表現における構図には，視点の中心

や方向，高さの操作に建築家の意思が関与

している。これらの項目ごとの結果を表５

に示す。

　視点方向については，４点中３点が外部

からの視点のパースであった。#1950‒2に

ついては外部から内部を表現する構図を

とっていて，柱と内外の境界線をみせるよ

うにしている。視点対象と中心では，視点

の中心となるのはいずれも柱であった。

#1950‒2では，柱の表現はされていないも

のの，実際にはこの位置に柱が通っており，

構図の関係から消去されたものと考えられ

る。立面兼内部透視図か内観透視図を問わ

ず，ソリアノはパースの構図の中心に常に

柱をおいていることから，彼の柱に仮託す

る意識の高さが伺える。

　ついで，視点対象と空間について，視点

対象は，立面が２点で，他はリビングとダ

イニングであった。CSHP 全体の傾向と

比しても，彼の場合，外観（立面）を示すパースの割合が多い。また１点透視図法で立面兼内

部透視図を描くことによって，柱と梁の構成による架構のプロポーションが正確に描かれ，そ

の「秩序立った感覚」を表現しているといえる。最後に，視点の高さについては視点が地面に

設定されている #1950‒1と #1950‒5の２点は，立面的にパースを表現していてソリアノ独自

の特徴的な構図である。

図４　パースの構図に関する分析図

表５　パースの構図に関する分析結果
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　これらの検討の結果，①建築の外殻をみせる視点が多く，柱と梁を最も手前に描写すること

で強調している。②柱を視点の中心に設定している事から，柱に対する意識が高いといえる。

③架構のプロポーションを正確に描くため，１点透視図法で地面を視点とする立面的な表現を

していることが明らかとなった。

５．小　　結

　本稿では，ソリアノの思想，パース，実際の空間，その３相の下に，すなわちプロセスと表

象としての建築空間の生成の下に，彼の特質をみる着想のもと，彼の CHSP の作品

CSH#1950について，彼の言説と実現した空間おのおのの分析をパース表現の分析との相互関

係のもとに，その特質を空間像としてその表象とともに明らかしてきた。以下に，本稿で明ら

かになった点を概括する（図５）。

　言説においては，架構や鋼構造の特質に関する意識が高く，同時に CSH のプログラムの一

環であることにも意を払っている。そうした意識のもと，モジュールを重視した秩序だった空

間を，柱の均質な描写で表現するとともに，工業技術に関連しない植栽や家具といった要素を

パースでは排除していることが，言説とパースの比較から明らかとなった。

　パースと写真との比較から，建築の構成要素に，中でも柱や壁といった垂直要素の表現を特

化させ，場合によっては梁や床の表現を抑える変更も加えている。これは，垂直材による構成

で建築を捉えるソリアノ流の空間像の典型的な表象の例といえよう。こうした表象は，地面か

ら天井までの空間に建築以外の要素を排除し，建築構成を明晰な像として描写していることに

も現れている。

　さらに構図の検討により，常に柱を意識させる構図をとることでその存在を強調し，架構の

プロポーションを明確かつ正確に示し，モジュールを表象しようとしている。このように，

「建築至上主義者11」とも評されるソリアノの極めて明確な空間像とともに，その表象が確認

された。

　今後の課題は，まず CSHP の建築作品への同様の検討からソリアノの位置づけはもとより，

CSHP の建築作品における空間像とその表象の全貌を把握することである。これについては，

今後の，ノイトラ，イームズ，エルウッド，コーニッグ，そしてキリングワースら，CSHP

の主要な作品群を創出した建築家の分析を経た上で，総体的かつ相対的な検討により明示する

ことを企図している．その上で，CSHP そのものを，近代における規格化や普遍性と建築の

あり方という視点での位置づけの検討や，A&A 誌に掲載されたパース表現の表象へのミース

の影響などを検討する必要もあろう。

　近代という時代が用意した建築における規格化は，ル・コルビュジエやグロピウスという近
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代建築の巨匠をはじめ，フラーやプルーヴェ，そして CSHP に参画した建築家などによって

広くその可能性が追求された。規格化が根源的に抱える画一化という課題を批判することは容

易であろう。しかし，建築における規格化は，これも近代がもたらした資本主義社会の中，今

も継承され不可避な課題である。こうした課題への対応の初端を，規格化・普遍性を基調とし

ながら個別性ある気候やライフスタイル，そしてデザインを重視した，ソリアノを初めとする

図５　ソリアノの空間像とその表象
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CSHP に参画した建築家に，すなわち彼らの空間像とその表象にみてとることが可能なのであ

り，その意義の総体的かつ相対的な開示が何より必要である。
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